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歴史的建造物・金庫扉と雁木のある美術館 （旧北越銀行宮内支店）

2011-09-05

〒940-1106 新潟県長岡市宮内2-10-8　
TEL 0258-39-1233「夢を抱いて明日に希望を！」8月3日（水）pm3：00～4：30

受講者：65名

講師：豊口協（長岡造形大学理事長）、秋山孝第12回美術館大学

1970年、日本で万国博覧会が開催された。戦後、高度経済成長を遂げ、経済大国となった日本にとって大きな意味を持つイ
ベントであった。今回講演していただいた豊口協氏は、万国博覧会(大阪万博)で電電公社のパビリオン建設に携わったとい
う経験を持つ。美術館大学では「夢を抱いて明日に希望を！」という題目の下、そのときのお話を拝聴した。
豊口氏が関わった大阪万博での電電公社のパビリオンは電気通信館、テーマは「人間とコミュニケーション」であった。建物
をいくつかの空間に分け、それぞれのコミュニケーションの形を展示することとなった。最初の空間は、原始的なコミュニ
ケーションの姿である母親と赤ん坊の関係を表した「赤ん坊の空間」とした。壁一面にテレビモニターを埋め込み、すべての
画面に泣いている赤ん坊の映像を映す。「呼びかけの空間」では、天井から6,000個もの受話器をぶら下げた。その受話器
からは各国の言葉が聞こえてくる。また、メインの広場では世界初の東京、京都、種子島を結んだ多元中継が連日行われ、
人気を博していた。豊口氏はこれらの企画だけでなく、展示や展示に関わるすべての業務に携わった。たとえば「赤ん坊の
空間」では壁面に並ぶ大量のテレビモニターを調達しなければならない。赤ん坊を泣かす映像も撮らなくてはならない。「呼
びかけの空間」では6,000個もの受話器を確保しなければならない。当時は広告代理店などもなく、限られた時間と予算の
中、それらの交渉から撮影まですべて自分たちで行ったという。これらを30代のうちに経験できたことは大きな糧となったと
豊口氏は語った。
秋山館長との対談では、「未来に対して大切なメッセージは？」との問いに対して「創る力と考える力が重要」と応じた。豊口
氏が理事長を務める長岡造形大学では、一般市民に「本格的なものづくり」を体験してもらおうと講座を用意している。自分
の作ったものを介して人とコミュニケーションをとり、ものづくりの喜びを感じてほしいと開催しているものだ。「創る力と考え
る力」を育む環境を提供している。（森山奈帆・APM職員）APM公式ホームページより抜粋


